
野
沢
静
証
先
生
の
計
報
に
接
し
た
の
は
三
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
一
月
一
日
の
ご
逝
去
で
あ
っ
た
。

先
生
は
、
山
口
益
先
生
の
高
足
の
弟
子
と
し
て
最
も
信
頼
あ
つ
き
存
在

で
あ
っ
た
。
先
生
は
す
ぐ
れ
た
学
問
業
績
を
残
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
、

山
口
先
生
と
の
共
著
で
あ
る
『
世
親
唯
識
の
原
典
解
明
』
（
法
蔵
館
、
一

九
五
三
）
を
は
じ
め
、
『
大
乗
仏
教
琉
伽
行
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
一
九
五

七
）
に
代
表
さ
れ
る
礒
伽
行
唯
識
説
に
対
す
る
深
い
造
詣
、
さ
ら
に
は
、

中
観
学
派
の
清
弁
の
学
説
に
対
す
る
研
究
と
し
て
の
「
清
弁
の
二
諦
説
」

（
日
本
仏
教
学
会
年
報
十
八
）
、
「
清
弁
造
『
中
論
学
心
髄
の
疏
・
思
択
炎
』

訳
注
ｌ
真
如
智
を
求
め
る
章
第
三
１
１
Ⅸ
ｌ
」
（
密
教
文
化
）
な
ど
は
、

後
進
に
今
も
っ
て
大
き
な
教
示
を
与
え
て
い
る
不
朽
の
業
績
で
あ
る
。
先

生
の
最
後
の
業
績
は
山
口
先
生
へ
の
追
悼
論
文
と
し
て
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ

ー
」
第
二
五
号
に
掲
げ
ら
れ
た
「
般
若
灯
論
釈
「
諸
法
不
自
生
』
論
」
で

あ
っ
た
。 野

沢
静
証
先
生
を
追
悼
し
て

大
谷
大
学
仏
教
学
会
長

小

川

乗

思
え
ば
、
先
生
は
一
筋
に
恩
師
山
口
先
生
を
敬
讓
し
、
山
口
先
生
も
ま

た
先
生
の
人
格
純
真
を
讃
嘆
さ
れ
て
や
ま
な
か
っ
た
。
私
事
な
が
ら
、
山

口
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
、
ひ
と
り
涙
を
流
し
続
け
て
お
ら

れ
た
の
が
先
生
で
あ
っ
た
。
私
の
手
を
固
く
握
っ
て
葬
儀
全
般
に
つ
い
て

「
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
」
と
言
っ
て
下
さ
っ
た
そ
の
時
の
お
言
葉
、
お
姿
は
、

一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
思
い
出
で
あ
る
。
私
が
大
学
に
入

っ
た
と
き
に
は
、
先
生
は
す
で
に
大
学
を
去
ら
れ
ご
自
坊
で
の
学
究
生
活

に
あ
っ
た
が
、
山
口
先
生
の
下
で
『
仏
教
聖
典
』
（
一
九
七
四
年
に
刊
行
）

の
編
纂
事
業
が
は
じ
ま
っ
た
と
き
か
ら
、
先
生
の
聲
一
咳
に
接
す
る
機
会
を

得
て
、
学
問
上
の
ご
教
示
を
恭
く
し
た
だ
け
で
な
く
、
先
生
の
仏
教
や
学

問
に
対
す
る
願
心
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
に
と
っ
て
誠
に
幸
せ

な
出
遇
い
で
あ
っ
た
。

先
生
は
、
山
口
先
生
の
七
回
忌
の
追
悼
法
要
が
大
谷
大
学
に
お
い
て
勤

ま
っ
た
と
き
、
青
森
か
ら
お
孫
さ
ん
に
付
き
添
わ
れ
て
わ
ざ
わ
ざ
上
洛
し

て
下
さ
り
、
山
口
先
生
へ
の
追
悼
法
話
を
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
が
今
生

で
お
目
に
か
か
っ
た
最
後
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ご
自
坊
に
て
静
か
に
余

生
を
過
ご
さ
れ
て
い
た
先
生
は
、
享
年
七
九
歳
に
し
て
浄
土
往
生
さ
れ
た
。

先
生
を
は
る
か
に
偲
び
つ
つ
、
そ
の
学
恩
を
謝
し
、
さ
さ
や
か
な
弔
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
る
。

の
乙

〔
ｕ
〉


